
2019. 2. １（3） 西東京市公民館だより

とき ところ 内容 連絡先保育対象 定員 講師 費用等 持ち物 申込 メール申込（３面左下）

映
画
『
僕
の
帰
る
場
所
』

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー	

：	

渡
邉
一
孝
（
南
町
在
住
）

	

脚
本
・
監
督
・
編
集
：
藤
元
明
緒

日
原
進
太
郎
（
映
画
監
督
・
向
台
町
在
住
）

ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
事
政
権
の
弾
圧
で

「
移
民
」
と
な
っ
た
一
家
を
繊
細
に

描
く
本
作
は
日
本
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
合

作
で
、
一
昨
年
の
東
京
国
際
映
画
祭

「
ア
ジ
ア
の
未
来
」
部
門
で
日
本
人

監
督
初
の
二
冠
達
成
を
皮
切
り
に
国

内
外
数
々
の
映
画
祭
に
招
待
さ
れ
、

現
在
全
国
で
公
開
中
で
あ
る
。

世
界
的
な
関
心
事
で
あ
る「
移
民
」

と
い
う
題
材
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

か
と
見み

ま
が紛
う
ほ
ど
の
み
ず
み
ず
し
い

演
技
な
ど
、
随
所
に
映
画
的
価
値
を

見
い
だ
せ
る
本
作
に
秘
め
ら
れ
た
本

来
の
力
強
さ
は
一
体
何
で
あ
る
の
か
。

東
京
郊
外
で
つ
つ
ま
し
く
生
活
す

る
母
・
ケ
イ
ン
と
幼
い
兄
弟
、
そ
し

て
入
国
管
理
局
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ

た
父
。
今
後
の
生
活
へ
の
不
安
か
ら

ケ
イ
ン
は
帰
国
へ
の
想
い
を
募
ら
せ

て
い
く
。
日
本
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

舞
台
が
移
り
、
兄
・
カ
ウ
ン
の
視
点

で
展
開
す
る
後
半
に
着
目
し
て
み
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
生
活
に
馴な

じ染
め

な
い
カ
ウ
ン
は
ケ
イ
ン
と
口
論
の
末
、

家
出
す
る
。
片
言
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
語

を
使
っ
て
あ
て
も
な
く
町
を
歩
き
、

運
命
的
に
あ
る
少
年
た
ち
と
出
会
い

無
邪
気
に
遊
び
回
る
。「
僕
の
帰
る

場
所
」
は
ど
こ
な
の
か
。
二
つ
の
国

の
狭
間
で
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
が
揺
ら
ぐ
カ
ウ
ン
に
と
っ
て
、

少
年
た
ち
と
の
出
会
い
は
ま
さ
に
自

分
の
居
場
所
を
実
感
で
き
る
至
福
の

一
時
だ
っ
た
ろ
う
。
陽ひ

も
暮
れ
て
家
路

を
辿た

ど

る
カ
ウ
ン
の
逞た

く
まし
い
眼ま

な
ざ差
し
と

足
取
り
。
そ
の
力
強
さ
は
社
会
の
制

度
や
国
境
も
乗
り
越
え
、
明
日
を
生

き
る
希
望
を
僕
ら
に
与
え
て
く
れ
る
。

平
成
31
年
度
公
民
館
市
民

企
画
事
業
第
１
回
説
明
会

公
民
館
市
民
企
画
事
業
は
、
市
民

に
多
様
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
内
の
自
主
グ
ル
ー

プ
が
企
画
・
運
営
す
る
事
業
を
、
審

査
の
上
、
自
主
グ
ル
ー
プ
と
公
民
館

の
共
催
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。
講
師
料
は
公
民
館
が
負
担
し

ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、

そ
の
年
度
の
説
明
会
に
参
加
し
た
自

主
グ
ル
ー
プ
で
す
。
平
成
31
年
度
公

民
館
市
民
企
画
事
業
第
１
回
説
明
会

は
、
左
記
の
日
程
で
行
う
予
定
で
す
。

詳
細
は
、
３
月
１
日
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
昼
の
部
】

	

３
月
６
日
（水）	

10
時
～
12
時

	

田
無
公
民
館

【
夜
の
部
】

	

３
月
７
日
（木）	

19
時
～
21
時

	

柳
沢
公
民
館事

業
案
内

多
摩
の
み
ど
り
を
知
っ
て
楽
し
も
う

西
東
京　

自
然
を
見
つ
め
る
会

「
東
京
の
森
」
を
知
り
尽
く
し
て

い
る
講
師
が
、
多
摩
の
み
ど
り
の
素

晴
ら
し
さ
、
楽
し
み
方
、
そ
の
保
存

の
た
め
の
課
題
な
ど
を
語
り
ま
す
。

	

２
月
16
日
（土）	

14
時
～
16
時

	

田
無
公
民
館

	

55
人（
先
着
順
）

	
福
嶋	

司（
東
京
農
工
大
学
名
誉

教
授
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
楽

し
く
動
か
し
て
み
よ
う
！

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
た
の
し
み
隊

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
基
礎
を
学
び
、
ア

プ
リ
を
使
っ
て
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク

アドレス：１面参照
件名：講座名
本文：氏名・電話番号・

住所・年代
※後日確認メールを送り
ます。届かない場合は
お手数ですが、電話で
お問い合わせください。

タ
ー
を
動
か
す
な
ど
の
練
習
後
、
各
自

作
品
を
作
り
、
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。

	

①
２
月
24
日
（日）
②
３
月
３
日
（日）

③
３
月
10
日
（日）	

13
時
半
～
15
時

半

	

田
無
公
民
館

	

12
人（
申
込
順
）

	

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
基
本
的
操
作

②
ア
プ
リ
の
基
礎
知
識
・
操
作

③
自
由
に
作
品
を
作
ろ
う
！

	

①
横
山
晴
美（
ス
マ
ホ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
）、
②
③
村
上

和
光（
シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）

	

500
円（
資
料
代
）

	

２
月
４
日
（月）
か
ら
電
話
で
左
記
へ

自
衛
隊
を
な
く
す
・
変
え
る

～
平
和
憲
法
的
解
編
構
想
～

ピ
ー
ス
ナ
ウ
西
東
京

自
衛
隊
を
、
世
界
平
和
に
積
極
的

に
貢
献
す
る
非
軍
事
組
織
に
変
え
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
軍
拡
か
ら
軍

縮
へ
、
転
換
の
道
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

	

３
月
２
日
（土）	

14
時
～
16
時
半

	

柳
沢
公
民
館

	

105
人（
先
着
順
）

	

水
島
朝あ

さ
ほ穂（
早
稲
田
大
学
法
学
学

術
院
教
授
）

	

100
円（
資
料
代
）

ま
ち
な
か
で
農
に
親
し
む

～
武
蔵
野
農
業
ふ
れ
あ
い
村
の
事
例
～

西
東
京 

菜
の
花
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
市
の
魅
力
は
農
地
が
身
近
に
あ

る
こ
と
。
都
市
に
あ
る
べ
き
も
の
と

し
て
、
農
地
を
さ
ら
に
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

	

３
月
３
日
（日）	

14
時
～
16
時

	

谷
戸
公
民
館

	

60
人（
先
着
順
）

	

齋
藤
瑞
枝（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
武
蔵
野

農
業
ふ
れ
あ
い
村
理
事
長
）

ひばりヶ丘駅

保谷駅

東伏見駅西武柳沢駅
田無駅

あらやしき公園

西東京市役所
保谷庁舎

西東京
いこいの森公園

多摩六都科学館

西東京市役所
田無庁舎

西武新宿線

西武池袋線

青梅街道

新青梅街道

玉川上水

武
蔵
境
通
り

① ②

③

④
⑥

⑤

⑦

⑧

⑨

市内で富士山が見えるところ
「富士見橋」「富士見通り」という名称が示すとおり、かつては、市内の至る

ところから富士山を見ることができたのだと思います。今では、高い建物が建ち、
富士山を見ることができる場所は限られています。
編集室では、市内で富士山が見えるところを探してみました。公共施設など、

誰でも立ち入ることができる場所です。
富士山がきれいに見える場所をご存知でしたら、公民館へお知らせください。

⑤武蔵境通りと五日市街道
　の柳橋交差点

富士山

⑦芝久保公民館
　創作室の窓から

⑥下宿地区会館前から

⑧東大農場通りから

④都立東伏見公園
　すべり台付近から

①題目馬頭観音塔から
　（東町二丁目 6番）

富士山

②保谷駅前公民館5階
　印刷コーナーから

⑨下保谷ふれあい歩道橋から

【
報
告
】　

柳
沢
公
民
館
主
催

青
年
対
象　

作
詞
・
作
曲
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

～
あ
な
た
の
感
性
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
つ
く
ろ
う
～

平
成
30
年
９
月
６
日
～
12
月
９
日
（
全
９
回
）

わが街をもっと知りたくて

北東の歩道から五日市街道上り線を見る

手前にある石塔が題目馬頭観音塔

（伏見通りと西武池袋線が交差する歩道橋）

想
い
よ
、伝
わ
れ
！

昨
年
９
月
か
ら
実
施
し
た
本
講
座

は
、
12
月
開
催
の
ヤ
ギ
フ
ェ
ス
で
の

発
表
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

音
楽
が
好
き
な
青
年
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
呼
び
か
け
た
講
座
で
し
た

が
、
参
加
者
は
8
歳
か
ら
70
歳
ま
で

の
20
人
。
年
齢
も
経
験
も
、
興
味
関

心
も
異
な
る
メ
ン
バ
ー
で
し
た
が
、

講
師
の
野
口
義よ

し
の
ぶ修
さ
ん
が
豊
富
な
経

験
に
基
づ
い
た
話
で
参
加
者
の
曲
づ

く
り
の
想
い
や
意
欲
を
引
き
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
ず
作
詞
で
す
。
思
い
浮
か
ぶ
フ

レ
ー
ズ
を
書
き
止
め
、
つ
な
げ
て
い

く
の
で
す
が
、
語
数
が
揃
わ
な
い
た

め
、
歌
い
に
く
い
詞
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
か
ら

は
、
文
字
数
を
揃
え
る
と
い
っ
た
基

本
的
な
指
導
や
自
分
の
体
験
に
基
づ

い
て
描
く
こ
と
の
大
切
さ
の
指
摘
な

ど
が
あ
り
、
み
な
、
何
回
も
練
り
直

し
ま
し
た
。
月
２
回
の
講
座
で
は
間

に
合
わ
ず
、
各
自
が
講
師
に
メ
ー
ル

で
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
作
曲
で
す
。
作
曲
に
つ
い
て

は
十
分
な
指
導
の
時
間
が
と
れ
ず
、

曲
を
つ
く
れ
な
か
っ
た
人
も
い
ま
し

た
が
、
講
師
が
曲
を
提
供
し
、
20
人

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
が
完
成
し
ま
し
た
。

一
般
的
に
は
、
歌
を
つ
く
る
こ
と

は
、
才
能
が
あ
る
人
や
楽
器
を
弾
け

る
人
が
す
る
特
別
な
こ
と
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
講
座
で
は
、「
楽
器
も
弾
け
な

い
し
、
詞
を
書
い
た
こ
と
も
な
い
け

ど
、
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
参
加
し

た
」と
い
う
人
が
、
最
後
に
は
、
自

分
が
つ
く
っ
た
歌
を
み
ん
な
の
前
で

歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
歌
は
鼻

歌
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

講
師
の
話
を
実
感
し
ま
し
た
。

仕
事
や
家
族
を
抱
え
、
夜
の
講
座

に
参
加
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
が
、「
何
か
つ
く
り
だ
す

こ
と
の
大
変
さ
や
ち
ょ
っ
ぴ
り
楽
し

さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
い
う
声
を
聞
け
た
の
は
、
こ
の
講

座
の
収
穫
で
し
た
。

講
師
は
、「
生
き
る
こ
と
を
伝
え

る
の
が
音
楽
の
役
割
だ
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
多
く
の
作
品
は
生
き

る
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
作
品
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。

わ
た
し
の
だ
い
す
き
な
い
こ
い
の
川

き
れ
い
な
川
だ
よ

は
だ
し
で
は
い
る
と
き
も
ち
い
い
な

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ　
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
や

ジ
ュ
ズ
カ
ケ
ハ
ゼ

み
ん
な
友
だ
ち
さ

か
み
さ
ま
が
す
ん
で
る
い
こ
い
の
川

③西東京市スポーツセ　
　ンターデッキから

富士山

講師と一緒に




